
Ver.2.2 
  

Japan Neurosurgical Database（JND）登録マニュアル 

 

1. JND 登録に必要な準備 

① 倫理審査  ····································································································· 1 

② 倫理審査書類を学会のひな形で提出する場合  ······································· 3 

1）「他の研究機関への既存試料・情報の提供に関する届出書」 ············· 3 

2）「研究協力承諾書」 ·················································································· 4 

 ③ オプトアウト  ······························································································ 4 

1）学会ホームページの案内  ······································································ 4 

2）ポスターの掲示 ······················································································ 5 

④ 簡易版の申請  ·························································································· 5 

2. JND へのログイン 

① ログイン  ································································································· 6 

1）ログインページへのリンク ··································································· 6 

2）ログインとパスワード再発行  ······························································· 6 

3）パスワードの変更  ·················································································· 7 

② ポータルサイト（ログイン後の画面）の表示 ········································· 7 

3. ポータルサイトの機能 

 ①「利用者情報」メニュー  ·········································································· 8 

②「施設管理者申請」メニュー  ····································································· 9 

③「利用者管理」メニュー  ········································································ 10 

1）医師リストの確認と修正  ···································································· 10 

2）他施設の医師の追加  ············································································ 11 

3）非会員利用者の登録  ············································································ 12 

4）医師リストからの削除  ········································································ 13 

④「症例情報」メニュー  ··········································································· 14 

1）症例データ検索／照会／出力  ····························································· 14 

2）経験一覧出力  ······················································································· 15 

3）症例一覧出力  ······················································································· 15 

4. 症例入力画面（MCDRS） 

① 通常版施設の場合  ................................................................................. 16 

1）「通常版」と「従来版」の違い  ........................................................... 16 

2）新規入力と検索  .................................................................................... 16 

3）通常版の新規入力画面  ........................................................................ 17 

② 簡易版施設の場合  ................................................................................. 27 

1）「簡易版1」と「簡易版2」の違い .......................................................... 27 

2）新規入力と検索  .................................................................................... 28 

3）簡易版の新規入力画面  ........................................................................ 29 

よくある質問 Q＆A .......................................................................................... 31 

  
àᵩ ᵺá 

╗ שּ   

ḏᴻḇḡᴻḁ≠╢  JND  database@jnss.or.jp  



- 1 - 

 

1. JND 登録に必要な準備 

① 倫理審査  ※入院・非入院、手術・非手術に関わらず、すべての施設で必要な対応です。 

学会の会員専用ページにログイン後、「JND症例登録事業」から「必要な準備」へ進んでください。 

「3.倫理審査」では、JND登録前にご準備いただく倫理審査書類について説明しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倫理審査および院内でJNDについて説明される際には、東京大学の研究計画書と審査結果通知書等、JNDについ

ての説明資料（各自施設提出書類に格納）をご利用ください。 

 

倫理審査提出書類早見表 

 ꜛ☼  ᶘᵓ  

ԁᶧ ₰ ☼  

Ϙθψ 

Ԛ ₰Ϭ Ϊϥ☼  

ꜛ☼ ₰ӦԌᵓτ  

ʾ˲ ˳ ₰ ԁ꜠ 

ʾ˲ ḛӬ ˳ ₰ ԁ꜠ 

₰Ὣᴮ χּאΰ 

̞Ю˔и ᴦ 

Ԛ ₰Ϭ ΪσΜ☼  

☼ ˢԚ ˣτ  

ʾ˲ ˳ ṛ ԁ꜠ 

ʾ˲ ḛӬ ˳ ṛ ԁ꜠ 

̞ᶘᵓ χ ꜠Ϝᶊ  

ʾ˲ ᾆẕẸ ˳ 

ʾ˲ χᾆẕṐḩϒχṌ ♯ ʾ

χ ằτḩβϥ ˳ 

̞Ю˔и ᴦ 

̞₮χзрϼ τᶊ  

 

※下線部より書類をダウンロードしてください。画面右上にある この 

アイコンをクリックします。 

※自施設に外来やJNDを使用している科が他にある場合、2科をあわせた内容

の書類ご提出でも構いませんし、それぞれの科からのご提出でも構いません。 

書類のご提出につきましては、施設のJND施設管理者の先生とご相談ください。   

【重要】まずはこちらに掲載されている

内容をお読みください。 

ダウンロードはログイン

不要です。 

院内に倫理委員会がない場合や倫理

審査不要と判断された場合は、学会

のひな形（オレンジ色枠内）をご利

用ください。記入方法はP3・P4で

説明しています。 

https://app.box.com/s/n4hxtyhmfg9ocbdnthcpxyj3txa6hcb2
https://app.box.com/s/n4hxtyhmfg9ocbdnthcpxyj3txa6hcb2
https://app.box.com/s/uthfm3zr7f5udlck1k3nuzdnrw30qhzt
https://app.box.com/s/z706oehhqlf8cil5j8ibbkc1czbiaojf
https://app.box.com/s/dvnj1vn4u2o61zii3a6hmxab4zyafaia
https://app.box.com/s/dvnj1vn4u2o61zii3a6hmxab4zyafaia
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〇新規申請について 

JNDは、2017年10月に山形大学倫理委員会および、同年12月に本学会研究倫理審査委員会に承認を受

け、2018年1月より症例登録を開始いたしました。（研究期間：2023年9月30日まで） 

その後、学会役員、委員会体制が変更されていることから研究計画書を修正し、2023年7月に東京大学倫理

委員会に新規申請を行い、同年9月19日付で承認されました。最新の研究期間は2028年9月30日までとな

っています。 

 

〇変更申請について 

①研究計画書の修正、および研究者・協力者リストの更新について東京大学倫理委員会に変更申請を行い、

2024年6月14日付で承認されました。 

②研究者・協力者リストの修正について翌月にも変更申請を行い、2024年7月8日付で承認されました。 

③JNDデータを提供する際の具体的な手順について、東京大学倫理委員会より「利活用委員会」の設置などの

指摘がございました。また、個人情報保護委員会との面談を行ったのちに改めてデータの取扱いについて研究計

画書等の修正を行い、2024年12月13日付で承認されました。 

④JND「患者ハッシュ値」および「入院を伴わない脳神経外科治療の登録」の導入に伴い、研究計画書、説明

文書、ポスター、情報開示文書、利用規約への追記を行うとともに、教授等の交代に伴う一括審査依頼状リスト、

研究者・協力者リスト、共同研究機関一覧の更新を実施し、2026年3月12日付で承認されました。 

 

 つきましては、再度上記の変更点について、改めて倫理対応を行っていただきますようお願い申し上げます。

変更申請の書類は、いずれも会員専用ページ＞学会活動＞JND＞「必要な準備」＞3.倫理審査 をご確認くださ

い。 

 

〇通常版と簡易版について 

「JND通常版」は脳神経外科の入院施設を対象としております。入院の無い施設や脳神経外科以外（例：リハ

ビリテーション科・救急科など）に勤務している場合や、管理業務・教育研究等非臨床業務に専任で従事してい

る場合は「JND簡易版」へご登録ください。 

 なお、簡易版のご利用につきましては、事前申請が必要となっております。詳細は５ページ「④簡易版の申請」

をご参照ください。 

 登録先についてご不明な点がございましたら、学会事務局JND担当（database@jnss.or.jp）までご相談くだ

さい。 
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② 研究協力施設の書類の記載方法 

1）「他の研究機関への既存試料・情報の提供に関する届出書」 

報告者が自施設の施設長（病院長等）宛てに、JND登録の許可を得るために作成する書類です。 

赤色枠内に記入し、施設長（病院長等）の許可を得たうえで、原本は報告者が保管し、学会事務局へメール送付も

しくはコピーを提出してください。 

なお同一施設内の複数診療科ごとにJND登録を行う場合、施設側で了解を得ているのであれば、 

施設で1枚の提出で構いません。 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

① 作成日をご記入ください。 

③ 報告者情報をご記入ください。 

押印は必須ではございません。 

※報告者：本学会の会員の先生をご記入ください。 

クリニック等では、院長名＝報告者となる場合もあります。 

② 貴施設名をご記入ください。 

※内容の変更は不要です。 

「対応表」：JNDに症例を登録する際のデータ識別番号と、院内のカル

テ番号等を結び付けて管理する表のことです。 

データ識別番号についてはP17.18（通常版）またはP22（簡易版）を

ご参照ください。 

 

④ ᵠありの場合：管理者氏名・管理部署名をご記入ください。 

ᵠなしの場合：チェックを入れてください。 

※別紙「研究協力承諾書」の対応表の有無の欄と内容に相違がないか、

必ずご確認ください。 

⑤ ᵠ許可：チェックを入れて（年月日）をご記入ください。 
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2）「研究協力承諾書」 

「他の研究機関への既存試料・情報の提供に関する届出書」にて施設長よりJND登録が許可されたのち、 

施設長（病院長等）が学会理事長宛てに、JND登録に協力することを示すために作成する書類です。 

赤色枠内に記入後、学会事務局までメール送付もしくは原本を郵送してください。 

なお1）「他の研究機関への既存試料・情報の提供に関する届出書」と同様に、 

同一施設内の複数診療科ごとにJND登録を行う場合、施設側で了解を得ているのであれば、 

施設で1枚の提出で構いません。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

③ オプトアウト 

患者さんに本事業に参加していることを通知・公開して、JND登録拒否の機会を保障してください。 

対応方法は各施設にお任せしていますが、下記1）および2）を参考にしてください。 

 

1）学会ホームページの案内 

各施設のホームページから下記画面（https://jns-official.jp/public/studyinfo）にリンクしていただくか、 

PDF（黄色枠内）の内容を周知してください。 

ｘ 

 

   

 

  

 

 

 

  

①作成日をご記入ください。 

②JND 登録を行う施設の情報をご記入ください。 

施設長名(病院長名)：病院長など、施設の責任者名をご記入ください。

押印は必須ではございません。 

研究協力者名(科長等)：脳神経外科の責任者名をご記入ください。 

施設長名と重複しても構いません。 

 

③対応表の作成の有無 

ᵠありかᵠなしにチェックを入れてください。 

承認された研究計画書のとおりチェックを入れていますが、 

施設のご判断で変更可能です。 

※別紙「他の研究機関への既存試料・情報の提供に関する届出書」の

対応表の有無の欄と内容に相違がないか、必ずご確認ください。 
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2）ポスターの掲示 

患者さんの目に付く場所にポスターを掲示する等して周知してください。 

ひな形は、会員専用ページ＞JND症例登録事業＞「必要な準備」の 3.倫理審査 にアップロードしていますので、 

診療科や医師名等を修正してご活用ください。 

  ■通常版施設用見本（資料7）               ■簡易版施設用見本（資料8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 簡易版の申請 

入院の無い施設や脳神経外科以外（例：リハビリテーション科・救急科など）に勤務している場合や、 

管理業務・教育研究等非臨床業務に専任で従事している場合は「JND簡易版」へご登録ください。 

学会事務局で勤務先施設を簡易版に設定しますので、施設管理者からメールで申請をお願いします。 

施設管理者については9ページをご参照ください。 

 

                                    

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

修正してご利用ください。 

下記のような場合も学会事務局にご相

談ください。 

・脳神経外科で勤務しているが、自身

は外来診療のみ担当している 

・特定の勤務先がなく、複数の施設の

非常勤である 

・簡易版の対象になるのか分からない 

・診療機関以外や海外勤務中だが、専

門医資格更新を希望している 

       など 
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2. JND へのログイン 

① ログイン 

1）ログインページへのリンク  URL：https://jnd.mincs-res.jp/jnd.web/index 

・学会HPトップ      ・学会会員専用ページ ログイン 

 

2）ログインとパスワード再発行 

ログインID（学会会員番号）と、パスワードを入力してログインする。 

JND初期パスワード（JNDログイン情報通知書）は、2017年12月に白い角2封筒で全会員宛てに郵送、 

それ以降に入会された方は、入会完了通知に同封しています。 

※会員専用ページのパスワードとは異なりますので、ご注意ください。 

  

                           

ログインできない場合は 

「※パスワードの再発行は【こちら】」から 

パスワードの再発行手続きをお願いします。 

 
 

 

パスワード再発行画面で再発行できず 

初期パスワードもご不明の場合は、 

「JNDパスワード再発行申請書」を 

ダウンロードして記入の上、 

返信用切手を同封して 

学会事務局宛に郵送してください。 

 

※非会員利用者のパスワード初期化や再発行に 

ついては、学会事務局JND担当までメールで 

（database@jnss.or.jp）お問合せください。 

  

 
2 か所からログインページに 

移行できます。 

https://jnd.mincs-res.jp/jnd.web/index
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3）パスワードの変更 

初期パスワード(初回ログインパスワード）で 

ログインすると、 

パスワード変更画面が表示されます。 

*必要事項を全て入力して【更新】を押すと 

新しいパスワードが設定されますので、 

以後は新しいパスワードでログインします。 

 

 

 

 

 

 

JNDには設定できるパスワードの条件がございます。以下 1～4 の全てを使用し、8 文字以上で設定してください。

（※『医療情報システムの安全管理に関するガイドライン』に準拠） 

１．半角数字 

  ２．半角英字大文字 

  ３．半角英字小文字 

  ４．半角記号（! # $ % & . @ + - _ のみ） 

 

② ポータルサイト（ログイン後の画面）の表示 

症例登録を開始するには、症例登録を行う「施設」を選択し、ピンク色の【症例入力画面へ】ボタンを押します 

（16ページ参照）。「施設」には学会に登録している勤務先や過去の勤務先が反映されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の施設が登録されている場合はこちらで選択できます(プルダウン仕

様)。勤務先が表示されない場合は、会員専用ページの個人情報＞登録情報

変更より変更していただくか、学会事務局へご連絡ください。 

なお、表示は学会の施設番号順となります。 

全施設の症例登録数 

簡易版に設定した施設では、レジストリに 

「JND（簡易版）」と表示されます。 

このボタンを押すと症例入力画面（MCDRS）

が別画面で開きます。 

症例入力画面についてはP16以降で説明して

います。 

※パスワードに全角文字は一切使用できません。 

 入力がうまくいかない方は、一度Wordなどに入力 

してから、コピーペーストにてお試しください。 

 

ご自身が登録されている施設の症例登録

数が横棒グラフで表示されます。 

よくお問合せいただく内容です 

選択した年の全施設の症例登録数

が棒グラフに表示されます。 

(プルダウン仕様) 



- 8 - 

 

3. ポータルサイトの機能 

①「利用者情報」メニュー 

JNDにログインしている利用者の情報が表示されます。 

会員専用ページの情報を反映させていますが、訂正や変更がある場合は学会事務局JND担当（database@jnss.or.jp）

まで、メールでご連絡ください。 

現在の勤務先以外にもJNDに登録されている施設（過去の勤務先や非常勤先等）がある場合は、画面下方の 

「利用登録施設」に一覧表示されており、ホーム画面の施設選択プルダウンに反映されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「利用登録施設」の項目（黄色枠内）は以下の通りです。 

施 設 番 号：学会システム・JND共通の施設番号です。 

施  設  名：学会システム・JND共通の施設名です。 

都 道 府 県：施設住所が登録されている場合に表示されます。 

管  理  者：その施設で施設管理者として設定されている場合は〇が付いています。 

施設管理者については9ページをご参照ください。 

承   認：その施設で承認権限（本登録する権限）がある場合は〇が付いています。 

医 師 リ ス ト 表 示：症例入力時に「主治医」や「術者」等のリストに表示される場合は〇が付いています。 

レ ジ ス ト リ：その施設が「通常版」または「簡易版」のどちらに設定されているか表示されています。 

  

こちらのプルダウンに

反映されています。 
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②「施設管理者申請」メニュー 

JNDでは、入力データの責任の所在を明確にするために、各施設で施設管理者（1名のみ）を登録し、学会が把握

しています。 

施設長の交代時または、新規の診療科開設、新規開院などがある場合は、以下の手順で申請してください。 

本登録承認権限の設定は、10ページの「③「利用者管理」メニュー １）医師リストの確認と修正」をご参照く

ださい。 

 

 

 

※必ず画面中の説明文をよく読ん

でから申請してください。 

 

 

施設管理者の申請したい施設を

【施設検索】から、 

申請する新しい施設管理者を  

【利用者検索】からそれぞれ検索

し、2か所の「同意」チェックをい

れて、【申請】を押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらの画面が表示されると 

申請手続きは完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請後、1～2日以内（平日のみ）に学会事務局で申請内容を確認して承認処理を行います。 

特に施設管理者が既に設定されている施設の場合は、申請に誤りがないか確認するために、 

学会事務局より申請者の先生へ確認のメールをお送りすることがありますので、ご返信をお願いします。 
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③「利用者管理」メニュー  ※施設管理者のみが利用できる機能です。 

1）医師リストの確認と修正  

「利用者管理」メニューを開くと、下図の黄色枠内のように登録中の医師リストが確認できます。 

このリストに掲載されている医師は、退職後も、当該施設で本人が主治医や術者等に登録されている症例に限り、

閲覧することが可能です。 

「所属区分」は自施設＝常勤の医師、他施設＝非常勤の医師（外来・手術等）または過去に勤務先として登録され

ていた医師として区別されています。 

基本的には会員専用ページで登録されている勤務先が「自施設」として反映されていますが、所属する医師が表示

されていない場合は、本人に勤務先変更を行うようご連絡ください。 

 

 

 

 

 

医師の情報を確認・修正 

する場合は【修正】を 

押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「承認権限」または 

「医師リスト表示有無」の 

チェックを入れて(または外し

て)変更後、【更新】を押すと、

情報が更新されます。 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

承認権限（本登録する権限） 

→必要に応じてチェックを付け外ししてください。 

医師リスト表示有無 

→症例登録画面の医師リスト（「主治医」や「術者」等）

に表示する医師は、チェックを外さないでください。 
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2）他施設の医師の追加   ※施設管理者のみが利用できる機能です。 

非常勤の医師（外来・手術等）または過去に勤務先として登録していた医師をリストに追加できます。 

その医師はログイン後、追加された施設を選択して症例登録できるようになります（8ページ参照）。 

 

 

 

 

【他施設から追加】を押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索条件を入力して【検索】、 

該当する医師の「選択」欄に 

「●」を入れて【選択】する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「承認権限」にチェックを 

入れて（または外して） 

【更新】を押すと 

「他施設の医師」として 

 医師リストに追加されます。 

 

 

 

 

 

 

承認権限（本登録する権限） 

→必要に応じてチェックを付け外ししてください。 

医師リスト表示有無 

→症例登録画面の医師リスト（「主治医」や「術者」等）に

表示する医師は、チェックを外さないでください。 
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3）非会員利用者の登録  ※施設管理者のみが利用できる機能です。 

本学会の会員ではない方（事務職の方等）を利用者として登録することが可能です。 

ただし、必ず施設管理者が責任を担保できる方のみご登録ください。 

非会員利用者に承認権限を付与することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規追加】を押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要事項を入力後、 

【登録】を押すと 

非会員としてリストに 

追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

※非会員利用者のログインIDは会員と区別するため、先頭に「JND＋施設番号」が付きます（黄色枠内参照）。 

この画面で登録した「ログインID」と「初期パスワード」は、施設管理者から非会員利用者に、 

直接お伝えください（学会からの通知はございません）。 

 

 

 

学会事務局からお知らせメールを

お送りすることもありますので、

できるだけご登録ください。 
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4）医師リストからの削除  ※施設管理者のみが利用できる機能です。 

他施設の医師と非会員利用者は、リストから削除することができます。削除後、医師はその施設で本人が主治医、

術者等で登録されている症例を閲覧したり、その施設の症例登録をすることができなくなります。また非会員利用

者は、JNDにログインすることができなくなります。 

医師リストから削除すると、主治医や術者などに登録された氏名が画面上から消えてしまいますので、削除機能の

扱いにはくれぐれもご注意ください。 

（本登録した症例から画面上名前が消えても、データ自体は記録されておりますので経験症例に反映されます。 

しかし、一時保存や仮登録の場合はデータの記録前の状態ですので、再度の登録が必要となります。同様に、本登

録取り下げ後の修正の際にも氏名非表示になっている先生がいた場合、経験症例に反映されなくなりますので、 

医師の削除は入力期間外になってからを推奨します。） 

 

 

 

 

 

 

 

【修正】を押す。 

※他施設の医師を 

削除する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【他施設の医師を削除】 

を押すとリストから 

削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

※非会員利用者も同じ方法で削除することができます（削除ボタンは【削除】と表示されます）。 
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④「症例情報」メニュー  ※現在は通常版のみご利用いただけます。 

自施設症例データの検索・閲覧や、専門医受験申請に必要な経験症例一覧の出力、 

施設管理者による自施設症例一覧の出力を行うことができます。 

※症例入力画面（MCDRS）で登録した翌日に、ポータルサイトに反映されます。 

※専門医の更新単位は、毎月月初に自動でマイページに反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）症例データ検索／照会／出力 

自施設症例データを検索・照会することができます。（出力機能は未実装です。） 

検索条件を選択・入力して【検索】を押すと、黄色枠内のように一覧表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設管理者・承認権限がある会員・非会員利用者は、 

医師リストと同じ医師名から検索が可能です。 

承認権限がない会員は、自身が登録されている症例の

み検索できます。 
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2）経験一覧出力 

専門医受験申請に必要な経験症例一覧を出力することができます。 

期間を指定して【検索】を押し、黄色枠内に件数が表示されたら【Excel作成】を押してください。 

ダウンロードしたExcelの内容を、ご自身の研修記録帳(Excel)に貼り付けて申請してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）症例一覧出力  ※施設管理者のみが利用できる機能です。 

対象施設で登録された症例データを検索・CSV出力することができます。 

期間と対象施設を指定して【検索】を押し、黄色枠内に件数が表示されたら【CSV作成】を押してください。 

病名1件につき1行（さらに手術1件につき1行）の形式で出力されます。 

このデータは、自施設内での利用に制限はありませんが、学会や論文作成で利用する際には、JND施設管理者が代

表してJNDデータ利用申請を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意ください。 

病名ごと、手術ごとにカウントされますので、

実際の症例登録件数とは異なります。 
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4. 症例入力画面（MCDRS） 

 

 

 

 

 

 

① 通常版施設の場合 （※簡易版はp21参照） 

1）「通常版」と「従来版」の違い 

副病名２つまでの症例の場合は「通常版」、3つの場合は「従来版」を【選択】してください。 

データ管理の都合等で従来版から通常版へデータ移動が必要な場合は、学会事務局(database@jns.or.jp) 

へご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）新規入力と検索 

新規入力する場合は、緑色の【新規入力】ボタンを押します。 

入力後の症例を修正する場合は、緑色枠内に必要事項を入力して検索してください。 

「データ識別番号」で検索した場合は、その症例の詳細画面に移行します。 

その他の項目で検索した場合は、該当した症例全てが画面下部に一覧表示されます（黄色枠内の状態）。 

なお、検索項目に何も入力せずに【検索】ボタンを押すと、全件検索となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来版は画面が表示される

のに時間がかかるため、副

病名が 2 つまでの場合は通

常版をご利用ください。 

「ステータス」が「一時保存」と

「仮登録」の場合は【修正】ボタン

が表示され、ボタンを押すと症例の

削除・修正ができます。 

「本登録」の場合は【参照】ボタン

が表示されます。 

「登録拒否申請：あり」の症例は、

ポータルサイトのグラフと検索機能

に反映されません。 

黄色枠内部分は、デフォルトで表示され

ているだけで使用しません。 

黄色枠内部分は、デフォルトで表示されて

いるだけで登録には使用しません。 

JNDログイン後、症例登録したい施設をプル

ダウンで選択してからこちらのボタンを押す

と、症例入力画面（別画面）が開きます。 

表示は学会の施設番号順となります。 

mailto:database@jns.or.jp
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3）通常版の新規入力画面 

「基本情報」「主病名」「副病名1」「副病名2」のタブがあります（従来版の場合は「副病名3」もあり）。 

「基本情報」と「主病名」で「＊」が付いている項目は入力必須です。▲はその項目を非表示、▼はその項目を表

示することが可能です。 

 

基本情報  

施設情報 施設コードは自動表示されます。 

患者情報  

＊データ識別番号 半角英数記号で 30桁まで登録が可能です。「データ識別番号」の採番ルールは各施設に

お任せしますがカルテ ID をそのまま利用することは避け、個人が特定できない番号をご登録ください。 

「データ識別番号」は重複するとエラーになりますので、同じ患者さんでも入院日が異なる場合は、 

毎回異なる番号を付与してください。 

＊当該診療科の入院有無 患者さんが当該診療科に入院しているかをご選択ください。 

他科入院中や入院前に行われた緊急手術などを登録する場合は、「なし」を選択すると画面の表示内容が変

わります。（21ページ） 

＊患者ハッシュ値 以下の「患者ハッシュ値対象項目」4点を入力し、【計算】ボタンを押下すると、自動で 

生成・入力されます。（22ページ） 

この項目は直接入力・編集することはできませんので、患者ハッシュ値対象項目の入力に不備があった

り、再入力を行いたい場合には、【計算】ボタンを再度押下することで入力内容がリセットされます。 

姓（カナ） 患者ハッシュ値対象項目：全角カタカナでご入力ください。 

名（カナ） 患者ハッシュ値対象項目：全角カタカナでご入力ください。 

患者生年月日 患者ハッシュ値対象項目：カレンダー入力、または半角数字を直接入力してください。 

（網掛けの3項目に入力された内容は、症例の一時保存・仮登録・本登録時に完全に削除され、データ

ベースにも保存いたしません。） 

（＊患者生年月 患者ハッシュ値の【計算】ボタンを押下時に、患者生年月日から自動で入力されます。） 

（患者年齢 入院「あり」の場合は、患者生年月と入院年月日から自動計算されます。 

入院「なし」の場合は、患者生年月と「手術日」または「放射線治療日」から自動計算されます。 

なお、JNDでは月までの入力となっているため、全員「1日生まれ」として年齢を計算します。 

年齢が正しく反映されていない場合は、日付の再入力をお試しください。） 

＊患者性別 患者ハッシュ値対象項目：該当する性別を選択してください。 

＊登録の拒否申請 患者さんから登録拒否の申請があった場合のみ「あり」を選択し、受付日を半角数字で 

   入力してください。もしくは、カレンダーアイコンより選択してください。 

＊居住地の郵便番号 7桁のうち上3桁のみ半角数字で入力してください。 

   居住地が特定できない場合は、所在地情報の「特定不能または国外」にᵠをしてください。 

＊発症日 半角数字でご入力ください。もしくは、カレンダーアイコンより選択してください。 

不明の場合は、「発症日不明」にᵠをしてください。 

＊発症前 mRS 該当するものをひとつ選択してください。 

 

主治医情報 

＊主治医 主治医を医師リストより選択してください。6名まで登録が可能です。（プルダウン仕様） 

医師リストへの追加は、「利用者管理」メニュー(11ページ)をご参照ください。 

※主病名・副病名タブの診療目的「1 診断検査」、「3 内科治療」を選択した際、主治医情報が反映されま

すが、空欄の状態から初めに選択した医師に固定されています。一度選択した後に主治医を変更（修正）

② 

① 

③ 
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した場合も、常に初めに選択した医師が反映されるため、主治医情報は先に登録することを推奨します。 

 

入院情報 

＊入院年月日 半角数字でご入力ください。もしくは、カレンダーアイコンより選択してください。 

  入院年には入力対象年がデフォルトで入力されており、対象年以外の症例を登録することはできません。 

＊入院経路 該当するものをひとつ選択してください。1-5に該当する内容が無い場合は、「6その他」を 

選択してください。 

＊予定入院/緊急入院 該当するものをひとつ選択してください。 

＊救急搬送 該当するものをひとつ選択してください。 

＊入院時 JCS 該当するものをひとつ選択してください。 

 

入院時 GCS ※「神経外傷」のみ必須 主病名で「3.頭部外傷」を選択した場合にご入力ください。▼をクリック

すると入力欄がひらきます。 

＊入院時 GCS（点数）は自動計算されます。 

開眼機能「E」・言語機能「V」・運動機能「M」 それぞれ該当するものをひとつ選択してください。 

 

退院情報  

＊退院年月日 半角数字でご入力ください。（在院日数 自動計算され表示されます。) 

＊退院先 該当するものをひとつ選択してください。1-6に該当する内容が無い場合は、「7その他」を選択 

してください。 

＊退院時 mRS 該当するものをひとつ選択してください。 

 

退院時 GOS ※「神経外傷」のみ必須 主病名で「3.頭部外傷」を選択した場合に入力してください。▼をクリッ

クすると入力欄がひらきます。退院時 GOS 該当するものをひとつ選択してください。 

 

右下に表示されている【一時保存】【仮登録】【本登録】いずれかのボタンを押すと新規入力と検索の画面に 

戻ります。 

一時保存：入力内容を保存。エラーチェックはかかりません。 

また、患者ハッシュ値の【計算】ボタンを押下せずに一時保存した場合、患者ハッシュ値対象項目

は保存されず、すべて削除されます。 

仮 登 録：承認権限がある会員に本登録してもらう手前の段階。 

     必須項目のエラーチェックにより、入力内容に不備があればメッセージが表示されます。 

※患者ハッシュ値は必須です。 

本 登 録：承認権限がある会員（施設管理者、または施設管理者に権限を付与された会員）のみ表示されます。 

データの確定。本登録した症例は、修正・削除することはできません。 

必須項目のエラーチェックにより、入力内容に不備があればメッセージが表示されます。 

原則として、退院日から3か月以内を目安に本登録してください。 

本登録でデータ確定した症例の修正・削除には「本登録取下げ申請書」の提出が必要です。 

学会事務局JND担当（database@jnss.or.jp）にひな形をご依頼ください。 

  

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑦ 
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●当該診療科の入院有無 「あり」の場合 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  JNDは脳神経外科学会のレジストリです。 

他科の医師や入会前の初期研修医等、非会員の医師の登録は不要です。 

また、「入院あり」症例につきましては、会員が主治医にいない症例は、JND 登録の対象外です。 

（専門医認定試験に申請するための経験症例について、初期研修中の症例は対象外です。 

専攻医となった後期研修以降の症例のみが対象となります。） 

データ識別番号は、1入院ごとに異なる番号をご登録ください。 

また、データ識別番号はカルテの ID をそのまま利用するなどは 

避けていただき、毎回異なる番号を使用してください。 

患者さんからJND登録拒否の申し出があ
った場合は「あり」を選択し、 
拒否申請の受付日を入力してください。 

① 

② 

③ 

入院の有無をご選択ください。 

※本画面は「あり」を選択した場合です。 

「なし」の画面は21ページをご覧ください。 

患者ハッシュ値につきましては、
22 ページをご確認ください。 

発症日は特定されているところまで入力
してください。空欄には自動的に「1」
が入ります。 

不明であれば「発症日不明」にチェック
を入れてください。 

発症前の状態を（持病等があればそれ

も含めて）ご登録ください。 



- 20 - 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

他科からの転科があった場合は 

転科した日を入院日としてください。 

他院からの紹介や救急搬送は、 

「2.直接入院」を選択してください。 

退院先は、DPC

の定義に従ってご

入力ください。 

 

 

「入院時GCS」「退院時GCS」は、 

主病名で「3.頭部外傷」を選択した場合

の必須項目です。 

予定外の入院は「緊急入院」としてください。 
また「救急搬送：あり」を選択した場合に表示され

る「救急搬送時の郵便番号」は、救急隊が駆け付け
た場所について入力してください。 

⑤ 

⑦ 

⑧ 

⑥ 

④ 
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●当該診療科の入院有無 「なし」の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当該診療科の入有無を 

「なし」と選択した場合の画表示です。 

 

発症日、発症前 mRS、主治医情報が任意入力となり、 

入院情報及び退院情報が非表示となります。 

当該診療科に入院せずに行われた手術や放射線治療を登録することを

目的として、新たに項目を設置しました。 

この画面は、入院有無「なし」を選択した場合の画面表示です。 

 

発症日、発症前 mRS、主治医情報が任意入力となり、 

入院情報及び退院情報が非表示となります。 

 

※参照 JND 通常版「当該診療科の入院の有無」欄追加のご案内 

https://jnd.mincs-res.jp/jnd.web/info?noticeId=121 

https://jnd.mincs-res.jp/jnd.web/info?noticeId=121
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●患者ハッシュ値登録フロー（通常版・簡易版共通） 

※参照 「患者ハッシュ値」導入に向けたお知らせ 

https://jnd.mincs-res.jp/jnd.web/info?noticeId=132 

 

① MCDRS症例入力ページ＞基本情報タブの赤枠内の「患者ハッシュ値対象項目」である４項目（姓（カナ）・

名（カナ）・患者生年月日・患者性別）を使用して、患者ハッシュ値を生成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「患者ハッシュ値対象項目」４項目を入力後、患者ハッシュ値欄の【計算】ボタンを押下すると、 

画面上部にポップアップメッセージが表示されます（次ページへ）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://jnd.mincs-res.jp/jnd.web/info?noticeId=132
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③ ポップアップメッセージの【OK】を押下後、「患者ハッシュ値（128 文字の不規則な文字列）」が生成されま

す。また「患者生年月日」欄から、「患者生年月」が自動入力され、入院日から患者年齢が自動計算されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「患者ハッシュ値対象項目」４項目のうち、「姓（カナ）」「名（カナ）」「患者生年月日」の 3 項目（項目名が

グレーの項目）は、一時保存・仮登録・本登録を行った時点で入力内容がすべて削除されます。データベースに

も保存されません。ご入力の際はあらかじめご留意ください。 

 

※※「患者ハッシュ値」の具体的な入力方法について、以下の動画でも解説しておりますのでご参照ください。 

  https://youtu.be/STK-70ti7wg （再生時間 2 分 8 秒・音声なし） 

 

 

●「患者ハッシュ値」のための氏名カナ入力規則について 

「患者ハッシュ値」を生成するために、患者氏名をカタカナで入力していただきます。 

施設ごと・患者ごと・治療ごとに表記が揺らがないよう、可能な限り統一されたカタカナ氏名の入力にご協力を

お願いいたします。つきましては、以下の規則に沿ってご入力ください。 

 

１．原則 

原則として、マイナ保険証（または資格確認書等）に紐づく表記に合わせて入力してください。 

拗音（小文字のャ、ュ、ョ）や促音（小文字のッ）は、読み方に合わせて小文字で入力してください。 

「ヰ」「ヱ」については、「イ」「エ」の現代仮名遣いで入力してください。 

外国人の方でも、保険証にカタカナ表記が登録されている場合は、そのまま使用してください。 

 

２．ミドルネームの入力方法 

マイナ保険証（または資格確認書等）にミドルネームの登録がある場合、名（カナ）の欄に続けて入力してくだ

さい。 

例） 

ラストネーム：ニホン 

ファーストネーム：タロウ 

ミドルネーム：マイケル 

→姓（カナ）欄「ニホン」 

→名（カナ）欄「タロウマイケル」（※スペース不要） 

 

３．保険証情報が参照できない場合 

マイナ保険証（または資格確認書等）がアルファベット表記の場合や、未加入などで参照できない場合は、以下

の規則でカタカナに変換してください。 

https://youtu.be/STK-70ti7wg
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・「ヂ（ヂャ・ヂュ・ヂョ）」→「ジ（ジャ・ジュ・ジョ）」に統一 

・「ヅ」→「ズ」に統一 

・「ヲ」→「オ」に統一 

・「ウィ・ウェ・ウォ」→「イ・エ・オ」に統一 

・「ヴァ・ヴィ・ヴ・ヴェ・ヴォ」→「バ・ビ・ブ・ベ・ボ」に統一 

・「李（LEE）」→「リ」に統一（※長音符は付けない） 

・「金（KIM）」→「キム」に統一 

・「ヰ」「ヱ」→「イ」「エ」の現代仮名遣いに統一 

 

※この入力規則は、更新する場合があります。 

「患者ハッシュ値」欄の下にも入力規則の最新版を掲載しますので、適宜ご確認ください。 
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主病名  

主病名情報 

＊主病名 該当する主病名を選択してください。（プルダウン仕様） 

主病名を選択すると＊選択(主病名)が表示されます。主病名に対して該当するものをひとつ選択してください。 

＊診療目的 該当するものすべてを選択してください。選択した項目について登録項目がさらに表示されますの

で、それぞれ該当するものを選択し、診断医や実施医は医師リストより選択してください。（プルダウン仕様） 

※手術は5件まで登録が可能です。6件以上の場合は主な5件をご登録ください。 

※【基本情報】画面で当該診療科の入院有無を「なし」と選択した場合、「4手術」の選択は必須です。 

＊手術日 入院期間中の日付を半角数字でご入力ください。（手術時年齢は自動計算され表示されます。） 

麻酔法・手術回数 該当するものをひとつ選択してください。 

-術式(主病名) 該当するものすべてを選択してください。-中項目・-小項目は術式を選択した際に該当する内容

が自動的に選択されますが変更が可能です。選択できない項目は対象外です。 

-手術者情報 医師リストより選択してください。（プルダウン仕様）術者と開頭術者が重複する場合でもそれぞれ

ご登録ください。特に専攻医が開頭術者に該当する場合は、経験症例に反映されます。 

「主病名」タブにも必須項目があります。 例1：「診療目的」で「4手術」を選択した場合の画面 

  

脳神経外科入院中に実施された全ての診療についてご選択

ください。ただし、【基本情報】で「入院なし」を選択し

た場合、4手術 を選択しないと、仮登録・本登録でエラ

ーとなります。 

、 

手術を追加するときはチェックを

入れてください。 

手術が6件を超える場合は、主な

手術を5件ご登録ください。 

今回の入院内でカウントして 

ください。 

「術者1」から「見学4」までの全て、非会員（他科の医

師等）は登録不要です。 

「開頭術者」と「見学」は専門医受験申請の経験症例に

カウントされる項目です。専門医更新の診療実績に「見

学」は認められておりません。 

慢性硬膜下血腫等で左右の手術を

同時に行った場合は、手術1件と

してご登録ください。 

主病名は、医療資源最投入病名を 

ご登録ください。 

主病名を選択できない神経系以外の疾患は、

JND登録対象外となります。 

① 

① 

② 

② 

③ 

③ 

④ 

④ 

⑤ 

⑤ 

※JND は入院日基準です 

入院期間中の日付を入力して

ください。 

※プルダウン仕様です 
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例2：「主病名」で「2脳腫瘍」を選択した場合の画面 

 

 
 

 
例3：「診療目的」で「1 診断検査」を選択した場合の画面 

 

例4：「診療目的」で「3内科治療」を選択した場合の画面 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

「脳保護療法」はエダラボン使用の場合のみ選択してください。

「抗浮腫療法」はグリセリン・マンニトール以外の薬剤使用でも

選択できる場合がありますので、使用された薬剤名を明記して 

お問合せください。（漢方薬は含みません） 

「モニタリング」とは、脳・神経に関連した特異的モニタリング 

（脳波・ICP・TCD・SjO2・NIRS・PbtO2・マイクロダイアリー

シスなど）を指します。 

対象としては、ICUに入室し、かつ脳・神経に関連した特異的モ

ニタリングを施行された患者さんです。 

診療目的の「1 診断検査」のチェックを入れると、基本情報＞

主治医情報が「診断医」に反映されます。 

ただし、反映される主治医情報は、空欄の状態から初めに選択

した医師に固定されるため、主治医情報は先に登録することを

推奨します。主治医情報を変更（修正）していた場合、表示さ

れている主治医とは異なる医師が診断医に反映されることがあ

りますので、個別に修正をお願いします。 

今回の入院中に行った検査を

選択してください。 

診療目的の「2 内科治療」のチェックを入れると、基本情報＞

主治医情報が「実施医」に反映されます。 

ただし、反映される主治医情報は、空欄の状態から初めに選択

した医師に固定されるため、主治医は先に登録することを推奨

します。主治医情報を変更（修正）していた場合、表示されて

いる主治医とは異なる医師が診断医に反映されることがありま

すので、個別に修正をお願いします。 

主病名で「2 脳腫瘍」を選択すると、WHO2021分類（脳腫

瘍）の入力欄が表示されます（任意入力）。 

この欄は、「WHO2021分類」における診断名のみをご記載いた

だくための項目です。 

病名やグレードの記載は不要で、該当する分類がない場合は、

空欄のままで問題ございません。 
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例5：「診療目的」で「5化学療法」を選択した場合の画面 

 

例6：「診療目的」で「6放射線治療」を選択した場合の画面 

 

 

 

例7：「診療目的」で「90 その他の脳腫瘍補助療法」を選択した場合の画面 

 

 

 

②簡易版施設の場合（※通常版は16ページ以降を参照） 

1）「簡易版1」と「簡易版2」の違い 

・脳神経外科以外の他科勤務（例：リハビリテーション科）や入院施設のないクリニック、外来専従等の場合は、

「簡易版1」に脳神経外科症例の登録を行ってください。 

・臨床業務を完全に離れ、病院長・理事長・学長等の管理業務専任の場合、あるいは教育・研究、省庁への出向

等の場合は、「簡易版2」をご利用ください。 

「簡易版1」と「簡易版2」の両方に該当する場合は、「簡易版1」の症例登録のみご利用ください。 

放射線治療の実施医には、主治医は反映しません。 

実施者の医師（会員のみ）をご登録ください。 

なお、他科の医師が実施した場合は、「実施医その他」欄

の「他科の医師」にチェックを入れてください。 

実施医の登録は不要です。 

治療日は、入院「なし」の場合のみ必須入力となります。 
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※「簡易版2」について、ご自身の活動内容が入力項目に適さない場合、専門医資格更新の要件充足のための申請

方法を別途ご案内いたします。学会事務局生涯教育担当(shogai@jnss.or.jp)までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）新規入力と検索 

新規入力は、緑色の【新規入力】ボタンを押します。 

入力後の症例を修正する場合は、緑色枠内に必要事項を入力して検索してください。 

「データ識別番号」で検索した場合は、その症例の詳細画面に移行します。 

その他の項目で検索した場合は、該当の症例全てが画面下部に一覧表示されます（黄色枠内の状態）。 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ステータス」が「一時保存」と「仮登録」の場合は、【修正】ボタンが表示され、ボタンを押すと症例の修正や削除を

行うことができます。「本登録」の場合は編集できませんので、【参照】ボタンが表示されます。 

本登録済みの症例の修正・削除には「本登録取下げ申請書」の提出が必要です。 

学会事務局JND担当(database@jnss.or.jp)にひな形をご依頼ください。 

簡易版は2019年1月28日にリリースされまし

たが、「登録の拒否申請」の項目は2019年６月

17日より運用開始されたため、それ以前に登録

された症例は、空欄（登録拒否申請：なし）の

扱いになっています。 

また、「登録拒否申請：あり」の症例は、ポータ

ルサイトのグラフに反映されません。 

黄色枠内は、登録には使用しません。 
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3）簡易版の新規入力画面 

「簡易版1」「簡易版2」ともに「＊」が付いている項目は入力必須です。 

患者ハッシュ値も通常版と同様、必須項目となります。22 ページ～24 ページをご参照ください。 

 

「データ識別番号」の採番ルールは各施設にお任せしますが（半角英数記号の使用可・30桁まで）、 

カルテ IDをそのまま利用することは避けていただき、個人が特定できない番号をご登録ください。 

「データ識別番号」は重複するとエラーになりますので、同じ患者さんでも診察日が異なる場合は、 

毎回異なる番号を付与してください。 

 

入力後、右下に表示されている【一時保存】【仮登録】【本登録】いずれかのボタンを押してください。 

一時保存：入力内容を保存し、症例入力TOP画面に戻ります。エラーチェックはかかりません。 

また、患者ハッシュ値を計算せずに一時保存した場合、患者ハッシュ値対象項目は保存されず、 

すべて削除されます。 

仮 登 録：エラーチェックがかかり、入力内容に不備があればメッセージが出ます。 

承認権限がある会員に本登録してもらう手前の段階です。※患者ハッシュ値は必須。 

本 登 録：承認権限がある会員（施設管理者または施設管理者に権限を付与された会員）のみ可能です。 

エラーチェックがかかり、入力内容に不備があればメッセージが出ます。 

診療日・実施日から3か月以内を目安に本登録してください。 

本登録でデータ確定後の修正・削除には「本登録取下げ申請書」の提出が必要です。 

学会事務局JND担当(database@jnss.or.jp)にひな形をご依頼ください。 
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１診察＝1症例としてご登録ください。 

また、データ識別番号は同じ患者さんでも、 

カルテのIDをそのまま利用するなどは避けて

頂き、毎回異なる番号を使用してください。 

疾患名、診療内容は複数選択

できます。 

該当するものが無い場合は

「その他」にチェックを入

れ、自由記述欄へご記入 

ください。 

患者さんからJNDへの登録拒否の 

申告があった場合は「あり」を選択し

て受付日を入力してください。 

１診療・活動＝1症例としてご登録くださ

い。 

また、データ識別番号はカルテのIDをそのま

ま利用するなどは避けて頂き、毎回異なる番

号を使用してください。 

疾患名、診療内容・活動内

容は複数選択できます。 

該当するものが無い場合は

「その他」にチェックを入

れ、自由記述欄へご記入く

ださい。 

患者さんからJNDへの登録拒否の申告

があった場合は「あり」を選択して受

付日を入力してください。 
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JND 通常版・簡易版共通 

よくある質問 Q＆A   研究倫理審査について 

 

Ｑ1．JND への登録を開始するにあたって、何が必要か分かりません。 

Ａ1．日本脳神経外科学会会員専用ページ＞学会活動＞JND＞「必要な準備」 のページをご覧ください。 

なお会員専用ページは会員番号と会員パスワードが必要ですが、これはJNDのパスワードとは異なるものです。 

学会会員のみが閲覧できるページとなりますので、非会員の事務職員の方などは直接閲覧ができません。 

その場合、お手数ですが会員の先生から資料をダウンロードなどして共有をお願いします。 

 

Ｑ2．自分の施設が倫理審査を行わなければいけない施設に該当するか、不明です。 

Ａ2．本事業は、既存試料を用いた多施設共同研究となります。研究代表者と分担者の施設および大学等の研究機関では倫理審査が必要となります。

それ以外の病院やクリニックなどは、倫理審査は必須ではありませんので、施設のご判断にお任せします。 

ただし、倫理審査が不要の場合でも、施設長の「研究協力承諾書（原本）」・「他の研究機関への既存試料・情報の提供に関する届出書」の提出と、研

究参加についてのオプトアウト（拒否の機会の保障）をお願いしております。倫理審査の資料は「必要な準備」の 3.倫理審査 に掲載しております。 

 

Ｑ3．倫理書類はいつまでに学会に提出すればいいですか？ 

Ａ3．JND開始時（2018年）の研究計画書では、研究実施期間が「2023年9月30日まで」となっております。新しい研究実施期間（2023年10月

1日から2028年9月30日まで）での研究計画書の施設内手続きが完了していない施設は、速やかにお手続きをお願いします。 

 

Ｑ4．当施設では、リハビリテーション科にも脳外科医がおり JND 登録を行っているが、倫理書類は診療科ごとに必要か？ 

Ａ4．施設全体でJND登録のご承認を得ている場合は診療科別での提出は不要ですが、施設の判断にお任せします。なお、外来等の簡易版を併用され

ている場合も同様です。 

 

Ｑ5．自施設での倫理審査中で、登録を始められない。 

Ａ5．承認後、速やかに登録を始めてください。専攻医の受験申請データとして利用していますので、速やかにお手続きをお願いします。 

 

Ｑ6．研究参加についてのオプトアウト（拒否の機会の保障）とは、何をすればよいのでしょうか。 

Ａ6．患者さんにJNDへの登録について文書同意をとる代わりに、JNDに関するポスターや 

患者説明文書等をホームページや院内に掲示するなどして患者さんに周知いただき、 

JNDへの登録を拒否することができる体制を整えてください。 

掲示方法は、各施設にお任せいたします。 

またJNDのポスターひな形は、「必要な準備」の3.倫理審査 に掲載しております。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ7．自施設内での倫理審査の承認、研究実施が許可されました。 

「研究協力承諾書」および「他の研究機関への既存試料・情報の提供に関する届出書」の提出は必要でしょうか。 

Ａ7．倫理審査の承認通知書（または研究許可実施書）の写しをご提出ください(メール添付可)。その場合は「研究協力承諾書」および「他の研究機

関への既存試料・情報の提供に関する届出書」の提出は不要です。倫理審査を行わない場合のみ、承諾書および届出書をご提出頂いております。 

東京大学での一括審査を受けた基幹施設においては、研究許可実施書の提出のみで結構です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協力承諾書            他の研究機関への既存試料・情報の提供に関する届出書 

 

Ｑ8．変更申請があったと伺いました。必要な書類はどこにありますか。 

Ａ8．日本脳神経外科学会会員専用ページ＞学会活動＞JND＞「必要な準備」 3.倫理審査 に掲載しています。詳細は、２ページの「変更申請につい

て」をご確認ください。 

 

https://www.jnss.or.jp/jns_web/html/activity/jnd/jnd_procedures.html
https://www.jnss.or.jp/jns_web/html/activity/jnd/jnd_procedures.html
https://www.jnss.or.jp/jns_web/html/activity/jnd/jnd_procedures.html
https://www.jnss.or.jp/jns_web/html/activity/jnd/jnd_procedures.html
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Ｑ9．学会ホームページに、患者さんが確認できる本研究の情報は掲載されているか。 

Ａ9．一般の方へ＞研究情報の公開について に掲載しています。 

（https://jns -official.jp/public/studyinfo ） 

https://jns-official.jp/public/studyinfo
https://jns-official.jp/public/studyinfo
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よくある質問 Q＆A   JND ログイン、利用者情報について 
 
Ｑ1．JND のログイン ID とパスワードがわかりません。 

Ａ1．JNDログイン通知書は手元にあるが、記載されているパスワードでログインできない場合、パスワードを初期化いたしますので、学会事務局

JND担当（database@jnss.or.jp）までメールでご連絡ください。 

JNDログイン通知書が手元に無く、パスワードも分からない場合、以下の「※パスワードの再発行はこちら」のリンクから「JNDパスワード再発行

申請書」をダウンロードし、ご記入の上、郵送にてお申し込みください。 

JNDログイン通知書を再発行します。なお、ログインIDは本学会の会員番号です。 

JND パスワード再発行申請書 ダウンロード 

 

 

Ｑ2．JND パスワードの更新時にエラーになります。 

Ａ2．JND通知書に記載されたパスワードは、初回のみ有効なものです。初回ログイン時に、必ず新しいパスワードを設定するようになっています。

新しいパスワードは、1.半角数字、2.半角英字大文字、3.半角英字小文字、4.半角記号（!#＄％＆@+-_）の4種類全てを使用し8文字以上で設定して

ください。入力枠が赤くなっていたら、その上にマウスのカーソルをあわせると、エラーの理由が表示されます。 

 

Ｑ3．JND の ID とパスワードでログインできません。 

Ａ3．設定を確認させて頂きますので、学会事務局JND担当（database@jnss.or.jp）までメールでご連絡ください。 

 

Q4. 非会員のパスワードの初期化を依頼したいのですが。 

Ａ4．非会員の初期パスワードは、学会事務局JND担当（database@jnss.or.jp）までメールでご連絡ください。 

 

Q5. 「パスワードの有効期限が切れました」と表示されました。どうしたらよいでしょうか。 

Ａ5．画面に従ってパスワードを再設定してください。もしくは、パスワードを初期化いたしますので、学会事務局JND担当（database@jnss.or.jp）

までメールでご連絡ください。 

 

Q6. 勤務先の施設名が表示されません。どうしてでしょうか？  

Ａ6．会員専用ページ＞マイページ＞登録情報編集 より勤務先変更を行ってください。学会事務局にて変更内容を確定すると、自施設として施設名

が表示されます。非常勤先の施設登録につきましては、非常勤施設のJND施設管理者の先生に11ページの「2）他施設の医師の追加」の作業を依頼

してください。 

 

Ｑ7．マイページで勤務先情報を更新しましたが、JND ではもとの勤務先のままです。 

Ａ7．土日祝を除いた翌営業日に確定作業を行っていますが、お急ぎの場合は学会事務局 JND担当（database@jnss.or.jp）までメールでご連絡くだ

さい。 

 

Q8. 医師リストに医師を追加したいのですが、どのようにすれば良いでしょうか？ 

Ａ8．医師本人が会員専用ページから勤務先情報を更新することで、数日中に医師リストに追加されます。 

非常勤医師の場合、JND施設管理者のみが利用できる「利用者管理」メニューから追加が可能です。11ページを参照してください。 

基本的には会員専用ページに登録されている勤務先が自施設、他の勤務先が登録されている場合は他施設として反映されていますが、医師リストの

表示内容が間違っている場合は学会事務局JND担当（database@jnss.or.jp）へメールでご連絡ください。 

 

Q9. 退職や異動をされた先生や非会員をリストから削除しても大丈夫ですか？ 

Ａ9．他施設の医師と非会員利用者はリストから削除することができますが、医師の削除後は本登録した症例も含めて、主治医欄や術者欄などの 

画面上は名前が消えてしまい空白になります。一時保存、仮登録の症例では、症例の本登録が完了してから医師リストの更新を行ってください。 

本登録された症例につきましては、データ上は保存されておりますので、専門医の更新要件の単位換算や受験者の経験症例などには反映されます。 

また、非会員の場合、有効区分を無効にすることでログインができなくなります。 

医師の削除については、対象年の症例登録完了以降に行うことを推奨します。削除機能の扱いにはくれぐれもご注意ください。 

 

Ｑ10．システム上でのユーザー権限、役割について。事務職員用の ID は作れるか。 

Ａ10．JNDでは、施設管理者、利用者(会員)、利用者(非会

員)の３種類のユーザーに分かれております。 

施設管理者の登録は、利用者(会員)の中から各施設が決定

し、9ページ「②施設管理者申請」より申請します。 

利用者(非会員)の追加は、各施設の施設管理者が行います

（12ページ）。 

各ユーザーの権限は下記の通りです。 

  

mailto:database@jnss.or.jp
mailto:database@jnss.or.jp
mailto:database@jnss.or.jp
mailto:database@jnss.or.jp
mailto:database@jnss.or.jp）へご連絡いただくか、非常勤施設のJND施設管理者の先生に11
mailto:database@jnss.or.jp
mailto:database@jnss.or.jp
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よくある質問 Q＆A   症例登録について 
 

Ｑ1．推奨ブラウザは何でしょうか。 

Ａ1．Google Chrome最新版です。 

基本的に各 Webブラウザの最新版をご使用ください。また以下に記載しますブラウザでも動作確認が取れておりますが、使用する Webブラウザに

よって、動作が速くなったり、遅くなったりする場合があります。 

 ・Google Chrome 55.0以上 

 ・Firefox 67以上 

 ・Microsoft Edge(Chromium版) ※旧Edge(EdgeHTML版)はサポート対象外 

 ・Safari 6.0以上 

 

Ｑ2．Safari バージョン 5.1.10 を使用していますが、JND のページが開きません。 

Ａ2．本システムは、より安全性の高い通信暗号化方式「TLS1.2」を採用しておりますが、Safariバージョン6以下には対応しておりません。 

JNDで取り扱う情報の性質上、接続環境は極力最新のセキュリティへのご対応をお願いしております。 

 

Ｑ3．スマートフォンからも登録できますか？  

Ａ3．JNDはスマートフォンの利用は想定していません。動作確認も行っておりませんので、予想しない動作について対応することができません。 

パソコンの推奨ブラウザ（Google Chrome最新版）よりご登録をお願いします。 

 

Ｑ4．入院の無い施設や脳神経外科以外（例：リハビリテーション科）に勤務している場合や、管理業務・研究等に専任で従事してい

る場合は、専門医資格更新のための診療実績の証明はできないのでしょうか。 

Ａ4．JND簡易版へのご登録をお願いします。 

簡易版登録の際には、施設管理者の先生から事前申請が必要です。 

お手数ですが、下記内容を学会事務局JND担当(database@jnss.or.jp）までメールでご連絡ください。 

【 簡易版登録希望 】 

  １．施設名 

  ２．施設番号（不明であれば、ご住所） 

  ３．会員番号（または専門医番号） 

  ４．お名前 

 

施設管理者、倫理審査対応状況、当該施設の症例が通常版に登録されていないことを確認後、簡易版の設定をさせていただき、設定完了後にメールで

ご連絡いたします。簡易版への登録が必要かどうか迷われた場合も、学会事務局JND担当(database@jnss.or.jp）までメールでご相談ください。 

 

Ｑ5．通常版と簡易版の違いは何ですか？ 

Ａ5．通常版には脳神経外科の入院を伴う症例をご登録ください。簡易版には脳神経外科以外の診療科や外来診療（簡易版１）、または臨床業務を完

全に離れて管理業務・教育研究等に専任で従事されている場合（簡易版２）にご登録いただきます。各施設の初期設定は、通常版です。 

 

Ｑ6．日帰り手術は通常版に登録できないのでしょうか。 

Ａ6．放射線治療等で発生するものと理解しています。「当該診療科の入院有無」欄を「入院なし」と選択していただくことで登録可能です。 

 

Ｑ7．脳神経外科へ入院した患者さんではあるが、脳神経外科症例に該当しない場合も JND へ登録が必要ですか。 

Ａ7．JNDでは入力負担を考慮し、非神経系疾患を契機とする入院は、登録の対象外とします。主病名が無ければ登録対象外とお考えください。 

 

Ｑ8．施設内に、脳神経外科と血管内治療科があり、それぞれに脳神経外科専門医が在籍しています。JND への登録は脳神経外科で

まとめて登録するのか、それぞれ独立して登録するのでしょうか。 

Ａ8．研修プログラムで別個の診療科として認定されている場合には、独立して登録してください。それ以外の場合は、施設の判断にお任せします。 

 

Ｑ9．診療に当たった本人が入力しなければいけないのか、重複登録しても問題ないか。 

Ａ9．施設内で担当者を決めて頂き、まとめて入力していただくことで構いません。専門医や専攻医の経験症例に反映されるため、重複登録は避けて

ください。 

 

Ｑ10．複数の医師が担当した場合の登録はどうなりますか。専門医受験の経験症例や、専門医資格更新の診療実績として登録されま

すか？ 

Ａ10．一人の患者さんに複数の医師が対応した場合、1回の登録で複数の医師をそれぞれの役割（主治医、術者等）に登録が可能です。登録された全

員の症例経験として各々に換算されます。専門医資格更新の診療実績の証明の場合、具体的には、手術10症例で１単位、非手術症例20症例で1単

位です。この場合、診療実績ですので見学は含みません。 

 

Ｑ11．他施設から招聘、または不定期で通う非常勤医師が手術に参加した場合、入力はどうしたらよいですか？ 

Ａ11．施設管理者は、他施設の医師(会員のみ)を追加することができます。利用者管理→他施設から追加→症例登録権限 症例登録時の医師リストに

表示するにチェックを入れる→更新 にてご登録となります。登録方法は、11ページをご参照ください。非会員の医師は、JNDの登録対象外です。 

 

Q12. 初期研修医を登録したいが名前が出てきません。 

A12. JNDは脳神経外科学会のデータベースなので、会員登録されていない非会員の医師はJNDの対象外です。また、専門医認定試験に申請するた

めの経験症例について、初期研修中の症例は対象外です。後期研修（専攻医登録後）の先生につきましては、速やかに学会入会の手続きをご案内いた

mailto:database@jnss.or.jp
mailto:database@jnss.or.jp
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だき、JND登録を開始するようご指導ください。 

 

Q13. 放射線治療や救急センターなどで治療に当たった他科の先生の登録方法は？ 

A13. JNDは脳神経外科学会のデータベースなので、非会員の医師の登録は不要です。 

 

Ｑ14．データ識別番号は、どのように決めればよいのか。カルテの患者 ID を使用できるのか。 

Ａ14．データ識別番号の採番ルールは、各施設にお任せします。自施設内のデータと付合せできるようなものを、それぞれご設定ください。なお、カ

ルテの IDをそのまま利用するなどは避けて頂き、くれぐれも個人が特定できないものをご登録ください。データ識別番号は半角英数記号30桁まで

ご登録いただけます。文字化けした記号などをご登録されますとシステムに支障をきたしますので、ご留意ください。 

 

Ｑ15．同一患者が複数回入院した際に、新規入力するとデータ識別番号が重複しているとのエラーがでて、保存できません。同一患

者の場合でも、データ識別番号を変える必要があるのでしょうか。同じ患者の所に、2 回目以降の入院を入力するところがあるので

しょうか。 

Ａ15．1入院症例に対して1番号（同じ患者さんでも入院ごとに異なるデータ識別番号）を付与するようお願いします。 

 

Ｑ16．登録の区分はどうなるか。 

Ａ16．JNDでは、以下のステータスとなります。 

なお、いずれかのボタンを押すと、症例入力ページの TOP画面に戻ります。 

一時保存：入力内容を保存。エラーチェックはかかりません。 

仮 登 録：承認権限がある会員に本登録してもらう手前の段階。 

必須項目のエラーチェックがかかり、入力内容に不備があればメッセージが表示されます。 

本 登 録：承認権限がある会員（施設管理者、または施設管理者に権限を付与された会員）のみ表示されます。 

データの確定。本登録した症例は、修正・削除することはできません。 

必須項目のエラーチェックがかかり、入力内容に不備があればメッセージが表示されます。 

原則として、退院日から3か月以内を目安に本登録してください。 

 

Q17. 本登録ができません。どうしたら良いでしょうか？ 

Ａ17．承認権限が付与されていない医師は本登録ができませんので、JND施設管理者にご確認ください。JND施設管理者の登録をされていない施設

は、9ページの②「施設管理者申請」より申請を行ってください。非会員は承認権限付与の対象外です。 

 

Ｑ18．本登録した症例の情報に誤りがあり、修正をしたいと考えております。どのようにすればよろしいでしょうか。 

Ａ18．学会事務局にてデータを「仮登録」に戻しますので、お手数ですが、「本登録取下げ申請書」を学会事務局 JND担当（database@jnss.or.jp）

へメールでご依頼ください。ただし、入力期間外症例については、すでに学会全体のデータ登録を完了（データ固定）しておりますため、本登録取り

下げの対象外となります。 

 

Ｑ19．症例は施設内の誰でも検索できますか？入力した者以外でも全症例を見られますか？ 

Ａ19．「症例情報」メニューでは、JND施設管理者と承認権限がある先生は施設内のすべての症例を検索することが可能です。承認権限がない先生は、

自身の症例のみ検索することができます。14ページの「1）症例データ検索／照会／出力」をご参照ください。 

「MCDRS 症例入力ページ」では、会員・非会員に関わらず施設内のすべての症例を検索することが可能です。16ページの「2）新規入力と検索」を

ご参照ください。 

 

Ｑ20．以前の勤務先の症例が閲覧できなくなりました。 

Ａ20．以前の勤務先の施設管理者に、11ページの「他施設の医師の追加」の操作を依頼してください。 

施設の医師リストから削除されると、症例の閲覧ができなくなります。 

（医師リスト表示有無 のチェックを外すと、主治医や術者のプルダウンリストに表示されない状態で、症例の閲覧が可能です。） 

なお、経験症例（専門医資格更新、専門医認定試験用）については、医師リストへの登録状況に関わらず、本登録された症例の主治医や術者等の情報

を基に出力する仕様となっていますので、ご安心ください。 

 

Ｑ21．当院のカルテから JND へデータのインポート、または JND データのエクスポートはできますか？ 

Ａ21．現在そのような機能はございませんが、自施設のデータの閲覧や出力（施設管理者のみ）、ご自身の経験症例（専門医受験項目ベース）を閲覧

や出力する機能はリリースしております。インポートについては検討中でございます。 

 

Q22. 術者と開頭術者の違いは何ですか？ 

Ａ22．専門医認定の受験要件に開頭・閉頭手技の経験症例が必要になるため、「開頭術者」の入力欄を設けています。専門医の受験を予定されている

会員は、「術者」と「開頭術者」が同一の医師の場合でも登録が必要です。 

 

Q23. 登録した症例のデータ識別番号を調べるにはどのようにしたら良いですか？ 

Ａ23．自施設で対応表がある場合は、そちらをご確認ください。もしくは、通常版は「症例情報」メニューより症例の検索が可能です(14ページ)。 

簡易版は「症例情報」メニューに対応していないため、28ページ「2）新規入力と検索」をご参照ください。 

 

Q24. 他科での手術症例は登録可能でしょうか。 

A24.  従来は登録不要としておりましたが、2024年8月より基本情報タブのデータ識別番号の下に「当該診療科の入院有無」を追加し、他科に入
院したまま行われた脳神経外科疾患の手術症例は「入院なし」を選択することで、手術情報のみを登録することができるようになりました。緊急搬送

により入院前に行われた手術についても、「入院なし」を選択してご登録ください。 
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Q25. 副病名が 4 つ以上の場合はどうしたらよいでしょうか。 

A25. 従来版に医療資源投入の多い順に3つまでご登録ください。なお通常版では副病名2つまでの入力が可能です。 

 

Q26. 登録した症例が専門医資格更新の診療実績の単位に反映されていません。なぜでしょうか？ 

Ａ26．要件確認期間内かつ本登録された症例のみが、毎月月初に会員専用ページ内マイページに単位反映されます。登録拒否申請のあった症例は単

位に反映されません。専門医資格更新制度に関するお問合せは、学会事務局生涯教育担当(shogai@jnss.or.jp)までメールでご相談ください。 

 

Q27. 入力画面に表示されていない年の未登録や一時保存の症例があります。どうしたらよいでしょうか。 

Ａ27．JND通常版は、2023年8月より学会全体でのデータ登録の完了時に入力画面を終了し、年次報告の集計を行うことになりました。これは、デ

ータベースに保存されているデータの利活用を見据えての対応です。 

これにより、特に慢性期のリハビリテーションや長期療養中の患者さんの症例については、本登録が叶わない場合もあるかと存じます。お忙しい中

ご入力いただいたデータが、年次報告の集計や先生方の経験症例として反映されないことにつきまして、大変恐縮ではございますが、ご了承いただ

きますようお願い申し上げます。 

なお、JNDで本登録ができなかった症例について、専門医資格更新の診療実績単位を希望される先生がいらっしゃいましたら、お手数ですが学会事

務局生涯教育担当(shogai@jnss.or.jp)までメールでご相談ください。 

 

Q28. 症例の登録の施設を選択する欄がプルダウンになっていますが、表示順を変えることはできますか。 

Ａ28．施設番号順に表示される仕様のため、変更できません。 

 

Q29. 国外での症例登録は可能ですか。 

Ａ29 JNDは国内での症例を対象としておりますので、国外での症例は対象外となります。専門医資格更新要件の診療実績が国外での症例のみの場

合は、学会事務局生涯教育担当(shogai@jnss.or.jp)までメールでご相談ください。 

 

Ｑ30．JND の入力項目を教えてください。 

Ａ30．会員専用ページ＞JNDページ＞入力項目 をご参考ください。 

またはJNDログイン＞ご利用について＞3.各種ダウンロード(CRF、症例登録に関する資料など)をご参照ください。 

 

Ｑ31．「当該診療科の入院の有無」は、どのような時に「なし」と登録すればよいでしょうか。 

Ａ31．こちらの項目は、他科入院中などでJNDに登録できなかった手術を拾い出すことを目的としています。そのため、JNDに登録されている診療

科に入院せず行った手術について、「なし」とし、JND登録をお願いいたします。 

 

Ｑ32．ハッシュ値とはなんですか？ 

A32. 「ハッシュ値」とは、ハッシュ関数によって生成される値です。ハッシュ関数とは、データや文字列（数値だけでなく、漢字やカナなどのテキ
ストデータも含む）に対して一定の計算処理を行い、所定の桁数の規則性のない数列（＝ハッシュ値）を出力する関数のことです。多数のハッシュ関

数が存在しますが、JNDではより安全性の高いものを採用しております。 

同一のハッシュ関数から生成された「患者ハッシュ値」を登録することで、患者照合のキーとして利用することが可能です。 

 

Ｑ33．主病名で「2 脳腫瘍」を選択すると、WHO2021 分類の入力欄が出てきますが、これは何を記載すればいいのでしょうか。 

A33. この欄は、「WHO2021分類」における診断名を記載いただくための項目です。病名やグレードは不要で、該当する分類がないまたは不明の場

合は、空欄のままで問題ございません。 

 

Ｑ34．MCDRS の入力画面と、施設管理者の CSV で件数が一致しません。 

Ａ34．入院日が未入力のまま一時保存された症例の可能性があります。 

施設管理者のCSVは日付指定で出力する仕様のため、入院日が未入力の症例データは出力されません。 

入院日が未入力の症例については、ポータルサイトの症例検索から、一時保存データを検索することで確認できます。 
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改訂履歴 

改訂日 版数 作成者 改訂内容 

2019/8/5 1.0 学会事務局 初版 

2022/2/18 1.1 学会事務局 全体的に説明文章の補足を行った。 

2024/9/5 2.0 学会事務局 1.JND登録に必要な準備 ①倫理審査、② 研究協力施設の書類の記載方法を更新。 

3.ポータルサイトの機能 ④「症例情報」メニュー 3）症例一覧出力を更新。 

よくある質問Q＆Aの追加。 

その他、全体的に説明文章の補足を行った。 

2024/11/1 2.1 学会事務局 P17の主治医情報を補足し、あわせてp22の診断医、実施医の反映についても補足

した。 

2026/6/19 2.2 学会事務局 P2 〇変更申請について を更新。 

P17 入院情報 入院年月日に仕様を補足。 

P22 患者ハッシュ値について仕様を補足。 

よくある質問Q＆Aの追加。 

 


